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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    鳥  ハハジマメグロ 
木  タコノキ            魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水量

7/26 現在 

父島 

100/100

母島  

100/100

６月気象状況(父島)

最高気温   31.0℃

最低気温   21.2℃

平均気温   26.4℃

平均湿度   91％ 

月降水量  222mm

住民基本台帳登録者数（７/１）

             2,388 人 

             父島      母島  

  人口      1,933 人   455 人

  世帯      1,065     242 

短期滞在者     29 人    17 人

                                               

  
    

小
笠
原
村
で
は
、
平
成
12
年
３
月
に
「
小
笠
原
諸

島
観
光
振
興
計
画
（
ブ
ル
ー
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
プ
ラ

ン
）」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
今
後
の
小
笠

原
村
の
経
済
活
性
化
と
村
民
生
活
の
充
実
を
図
り
、

自
立
性
の
高
い
経
済
構
造
へ
の
移
行
の
た
め
、「
観

光
産
業
」
を
経
済
の
中
核
と
な
る
産
業
に
育
て
る
こ

と
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
た
も
の
で
す
。 

 

そ
の
た
め
、
観
光
振
興
の
指
針
を
「
小
笠
原
諸
島

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
新

た
な
時
代
の
振
興
策
並
び
に
地
域
経
営
の
シ
ス
テ
ム

と
し
て
確
立
し
、
普
及
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。 東

京
都
に
お
い
て
も
、
近
年
、
観
光
振
興
へ
の
積

極
的
な
取
組
み
と
、
ま
た
、
小
笠
原
諸
島
に
お
け
る

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
の
提
案
が
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。 

小
笠
原
村
で
は
こ
の
提
案
を
受
け
て
、
東
京
都
と

と
も
に
小
笠
原
諸
島
に
お
け
る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

確
立
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

今
回
、そ
の
一
環
と
し
て[
小
笠
原
諸
島
に
お
け
る

自
然
環
境
保
全
促
進
地
域
の
適
正
な
利
用
に
関
す
る

協
定
書]

を
東
京
都
と
の
間
に
締
結
い
た
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
地
元
関
係
団
体
と
と
も
に
、
エ
コ
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
体
系
や
具
体
的
施
策
等
に
つ
い
て
の
協
議
を

始
め
て
お
り
ま
す
。 

今
後
も
、
東
京
都
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
地
元
関

係
団
体
を
始
め
村
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
地
域
の
活

性
化
の
た
め
、
小
笠
原
独
自
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

確
立
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
村
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 ●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係 

 

２
―
３
１
１
４ 

 

 

ＮＯ．４５８ 

平成 14 年(2002)

８/１(木) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり

これは、小笠原諸島エコツーリズム推進の一環として、試行的に「南島」と「母島石門一

帯」を自然環境保全促進地域に指定して、今後も長く観光利用をしていけるように、利用と

保護のバランスをとろうとするものです。「南島」については、既に地元の自主ルールとして、

人数の上限や散策ルートの設定などの取り組みが行われています。また、「母島石門一帯」に

ついては、母島独自の「森林ガイド制度」により適正な利用が図られるようになっています。

今回の協定では、既に行われているこれらの取り組みを尊重しつつ、「東京都自然ガイド」

という新しいガイド制度の下で、村民の自主的な仕組みとして、これらの地域の利用と保護

の両立を図る事を目的としています。今後、地元の皆さんのご意見をいただきながら、村と

都で協議のうえ、適正な利用のルールなどの具体的内容を定め、平成15年4月1日から実施

することになっています。また、「東京都自然ガイド」の養成講習は、本年10月から11月に

行われる予定となっています。村としては、観光関係団体を始めとする村民の皆様や、国な

ど関係団体のご理解とご協力の下、都とともに新たな仕組み作りに努力してまいります。

「小笠原諸島における自然環境保全促進地域の適正な利用に関する協定書」 
去る７月９日、小笠原村と東京都との間で上記協定書を締結しました。ルールの実施は来年４月から。

＊＊エコツーリズムとは＊＊ 

一般的には、「自然保護に貢献する自然共生型観光」などと言われていますが、

自然を資源として捉え、資源がなくなってしまわないようにコントロールしながら

利用すること、また、地域経済（地域振興）にも寄与し、旅行者にも魅力的な観光

体験を提供できるようにするということです。 

小笠原村では、更に、休養やレジャー、歴史文化の探訪などを含め、小笠原諸島に

興味を持つ多くの人たちを受け入れる考え方に立ち、観光事業だけではなく農業や

漁業その他の産業をも包含した、柔軟で幅広い枠組みとして考えています。 

協定書締結（大村海岸） 

協定書締結後、硬い握手を交わす 

小
笠
原
諸
島
の 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
つ
い
て
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協
定
書
の
内
容 

 １ 

東
京
都
及
び
小
笠
原
村
が
連
携
し
て
、
自
然
環

境
保
全
促
進
地
域
の
適
正
な
利
用
を
図
る
こ
と
。 

２ 

対
象
と
な
る
自
然
環
境
保
全
促
進
地
域
は
、
次

に
掲
げ
る
地
域
と
す
る
。
（
別
図
の
と
お
り
） 

（
１
）
南
島 

 
 
 
 

 

（
２
）
母
島
石
門
一
帯 

３ 

都
及
び
村
の
役
割
分
担
並
び
に
適
正
な
利
用
の

ル
ー
ル
は
、
都
及
び
村
が
協
議
の
上
定
め
る
。 

４ 

適
正
な
利
用
の
ル
ー
ル
は
、平
成
14
年
10
月
１

日
ま
で
に
定
め
、
平
成
15
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

す
る
。 

５ 

都
及
び
村
は
、
自
然
環
境
保
全
促
進
地
域
の
保

護
及
び
適
正
な
利
用
を
図
る
た
め
、
そ
の
実
施
状

況
を
踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
協
議
す
る
も
の
と

す
る
。 

  

 
                                          

                                          

ＩＴ  基  礎  技  能  講  習  受  講  者  募  集   
 小笠原村では、５月に続き、村民の皆様を対象にパソコン講習を開催します。ＩＴ基礎講習は、パソコンを初めて使

う方などの初心者向けのコース。ホームページ作成講習は、パソコンを使ったことのある初～中級者向けのコース。

ワープロ・表計算初級講習は、ワープロ又は表計算を始めたい方向けのコース。ワープロ・表計算中級講習は、WORD・
EXCEL を使われている方向けのコースになっています。 

この機会にパソコンの達人を目指し、チャレンジしましょう！ 
【内容及び費用（テキスト代）】 
○ＩＴ基礎講習（パソコンの基本操作、インターネット・電子メールの利用）全６時間 １,０００円程度 
○ホームページ作成講習（ホームページビルダーによるホームページ作成）全６時間 １,５００円程度 
○ワープロ初級講習（WORD の基本操作）全６時間 １,５００円程度 
○ワープロ中級講習（WORD の応用）全９時間 １,５００円程度 

 ○表計算初級講習（EXCEL の基本操作）全６時間 １,５００円程度 
 ○表計算中級講習（EXCEL の応用）全９時間 １,５００円程度 
【定 員】 各コース ２０名（先着順） 
【対象者】 ２０歳以上の村民の方 
【日程・会場】 

 コ  ー  ス 会   場 講   習   日 時   間 

I  T 基 礎（２日間） 母島支所内大広間 ８月３１日（土）・９月１日（日） 午前９時～正午 

ホームページ（２日間） 母島支所内大広間 ８月３１日（土）・９月１日（日） 午後２時～５時 

ワープロ中級（３日間） 母島支所内大広間 ８月２９日（木）～３１日（土） 午後６時～９時 

母 
 

島 

表計算中級（３日間） 母島支所内大広間 ９月１日（日）～３日（火） 午後６時～９時 

I  T 基 礎（２日間） 地域福祉センター ９月７日（土）・８日（日） 午前９時～正午 

ホームページ（２日間） 地域福祉センター ９月１４日（土）・１５日（日） 午前９時～正午 

ワープロ初級（２日間） 地域福祉センター ９月５日（木）・６日（金） 午後６時～９時 

ワープロ中級（３日間） 地域福祉センター ９月１０日（火）～１２日（木） 午後６時～９時 

表計算初級（２日間） 地域福祉センター ９月７日（土）・８日（日） 午後６時～９時 

父 
 
 

島 

表計算中級（３日間） 地域福祉センター ９月１３日（金）～１５日（日） 午後６時～９時 
 

【申し込み期間】 ８月５日（月）～２８日（水）  
【注意事項】 ※ 定員に達し次第、締切りとさせていただきます。 

※ お子様のご同伴はできません。 
       ※ 各講習の初日にテキスト代を徴収いたします。 
 

●申込み・問合せ先  総務課文書広報係 ２－３１１１ 

 

南島 石門一帯 
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東
京
小
笠
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
東
京
練
馬
石

泉
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
、
村
民
の
皆
様
に
使
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
に
と
、
小
笠
原
村
に
対
し
、
パ
ソ

コ
ン
２
台
、
百
科
事
典
な
ど
の
ソ
フ
ト
一
式
が
寄
贈

さ
れ
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
玄
関
ホ
ー
ル
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。 

 

７
月
２
日
に
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
、
寄
贈

品
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
、

村
長
か
ら
は
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
パ
ソ
コ
ン
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
は
、
接

続
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
各
種

ソ
フ
ト
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

覧
に
な
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
開
館
時
間
中
は
、
自
由
に

利
用
で
き
ま
す
。 

な
お
、
使
用
後
は
必
ず
電
源
を
切
っ
て
下
さ
い
。 

 ●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

                

南
島
へ
の
入
島
手
続 

 

現
在
、
村
内
で
は
「
南
島
の
保
全
と
活
用
の
た
め

の
自
主
ル
ー
ル
」
に
よ
る
南
島
へ
の
入
島
を
実
施
し

て
い
ま
す
。 

村
民
の
方
も
入
島
手
続
き
が
必
要
で
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。 

自
主
ル
ー
ル
の
内
容
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。 

①
南
島
へ
観
光
協
会
加
盟
の
ガ
イ
ド
業
者
の
ツ
ア
ー

以
外
で
入
島
す
る
際
は
、
前
日
（
た
だ
し
、
前
日

が
土
日
・
祝
日
の
場
合
は
そ
れ
以
前
の
日
）
ま
で

に
産
業
観
光
課
で
入
島
手
続
き
を
し
て
、「
入
島

届
出
済
」
の
腕
章
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
代

表
者
の
方
は
腕
章
を
身
に
つ
け
て
入
島
し
て
く
だ

さ
い
。 

②
入
島
に
あ
た
っ
て
は
自
然
観
察
路
（
左
図
参
照
）

以
外
の
区
域
に
は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

（
自
然
観
察
路
は
、
植
生
回
復
の
状
況
等
に
よ
り
、

変
更
も
あ
り
え
ま
す
） 

③
上
陸
時
間
は
２
時
間
以
内
と
し
ま
す
。 

④
乗
船
前
に
衣
服
や
靴
に
付
着
し
た
種
子
・
泥
を
落

と
し
て
く
だ
さ
い
。 

⑤
植
生
回
復
の
た
め
、
年
間
３
ヵ
月
間
は
養
生
期
間

と
し
、そ
の
間
は
入
島
を
自
粛
し
ま
す
。（
期
間
に

つ
い
て
は
、
決
定
後
お
知
ら
せ
し
ま
す
） 

 

※
南
島
は
国
立
公
園
の
中
で
も
最
も
厳
重
に
景
観
の

維
持
を
図
る
必
要
が
あ
る
「
特
別
保
護
地
区
」
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
別
保
護
地
区
で
は
、
動

植
物
や
卵
は
も
ち
ろ
ん
、
化
石
・
砂
な
ど
も
一
切

持
ち
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係 

 

２
―
３
１
１
４ 

                      

閑
散
期
対
策
事
業 

 
 

（
村
補
助
事
業
）
の
募
集 

  

小
笠
原
村
で
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
「
小
笠
原

村
閑
散
期
対
策
事
業
費
補
助
制
度
」を
設
け
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
村
内
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
等
が
行
う
事
業

で
、
い
わ
ゆ
る
閑
散
期
に
観
光
客
等
の
来
訪
者
の
誘

致
が
見
込
め
る
事
業
に
対
し
て
、
そ
の
事
業
費
の
一

部
を
補
助
す
る
制
度
で
す
。 

【
補
助
対
象
】 

 
 

構
成
員
が
概
ね
５
名
以
上
で
、
村
が
補
助
す
る

に
相
応
し
い
計
画
を
持
つ
団
体
、
グ
ル
ー
プ
等
。 

【
対
象
事
業
】 

 
 

閑
散
期
（
年
末
年
始
を
除
く
９
月
か
ら
２
月
ま

で
の
期
間
）
に
観
光
客
等
の
来
訪
者
の
誘
致
が
見

込
め
、
か
つ
、
村
の
経
済
活
性
化
に
資
す
る
と
認

め
ら
れ
る
事
業
。 

【
補
助
金
額
及
び
件
数
】 

 
 

１
件
50
万
円
を
限
度
と
し
て
補
助
し
ま
す
。 

募
集
数
３
件
。 

【
申
請
期
間
】
８
月
23
日
（
金
）
ま
で 

 

●
問
合
せ
先 

産
業
観
光
課
産
業
観
光
係 

 

２
―
３
１
１
４ 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

              

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら 

パ
ソ
コ
ン
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
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８
月
か
ら
児
童
扶
養
手
当
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す
。 

 

【
内
容
】 

 
 

児
童
扶
養
手
当
制
度
は
、
母
子
家
庭
の
生
活
の

安
定
と
自
立
を
促
進
す
る
た
め
設
け
ら
れ
た
制
度

で
す
。 

 
 

こ
の
制
度
が
母
子
家
庭
の
自
立
意
欲
を
高
め
、

母
子
家
庭
の
皆
様
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

改
正
を
行
い
ま
す
。 

 
 

現
在
は
所
得
に
応
じ
て
、手
当
額
は
２
段
階（
全

部
支
給
月
額
４
２
，
３
７
０
円
、
一
部
支
給
月
額

２
８
，
３
５
０
円
）
で
す
が
、
今
回
の
改
正
で
は
、

全
部
支
給
と
一
部
支
給
の
所
得
の
制
限
が
変
わ
り
、

一
部
支
給
の
手
当
額
に
つ
い
て
は
、
所
得
に
応
じ

て
き
め
細
か
く
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

【
手
当
額
】 

《
全
部
支
給
》
４
２
，
３
６
０
円 

《
一
部
支
給
》
１
０
，
０
０
０
円
～ 

４
２
，
３
５
０
円
（
所
得
額
に
よ
る
） 

【
そ
の
他
】 

 
 

現
在
受
給
中
の
方（
停
止
中
の
方
も
含
む
）は
、

９
月
２
日
（
月
）
ま
で
に
現
況
届
を
忘
れ
ず
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係 

２
―
３
９
３
９ 

 

納
期
の
お
知
ら
せ 

 

９
月
２
日(

月)

は
、 

・
村･

都
民
税
第
２
期 

・
国
民
健
康
保
険
税
第
２
期 

・
介
護
保
険
料
第
２
期 

の
納
期
で
す
。 

お
忘
れ
の
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

自
動
引
落
し
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ
た
方
は
、

口
座
の
残
高
不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 
２
―
３
１
１
１ 

村
民
課
住
民
係 
２
―
３
１
１
３ 

      

第
５
期
宮
之
浜
道
分
譲
地
に
つ
い
て
、
空
き
区
画

（
第
７
区
画
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
９
月
１
日
以
降

に
購
入
希
望
者
募
集
を
行
う
予
定
で
す
。 

分
譲
地
所
在
地
・
区
画
面
積
・
分
譲
価
格
・
応
募

資
格
な
ど
詳
細
は
、
村
民
だ
よ
り
９
月
号
に
掲
載
し

ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

財
政
課
用
地
係 

 

２
―
３
１
１
２ 

     

小
笠
原
諸
島
戦
没
者
追
悼
式
典 

 

平
成
14
年
度
小
笠
原
諸
島
戦
没
者
追
悼
式
典
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》
８
月
15
日
（
木
）
午
後
５
時
～ 

《
場
所
》
奥
村 

鎮
魂
の
碑
（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
） 

【
母
島
】 

《
日
時
》
８
月
15
日
（
木
）
午
前
11
時
45
分
～ 

《
場
所
》
母
島
村
民
会
館 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

２
―
２
４
８
６ 

 
 

母
島 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
―
２
１
８
８ 

 

 

母
島
巡
回
労
働
相
談
の
お
知
ら
せ 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、
８
月
の
『
母

島
巡
回
労
働
相
談
』
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
８
月
12
日
（
月
）
午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館 

２
階
和
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 
小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

    

平
成
15
年
４
月
採
用
自
衛
官
募
集 

 

【
応
募
資
格
】
18
歳
以
上
27
歳
未
満 

【
受
付
期
間
】
８
月
５
日
～
９
月
６
日
（
願
書
必
着
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

自
衛
隊
東
京
地
方
連
絡
部
大
田
出
張
所 

０
３
―
３
７
３
６
―
４
２
７
１ 

 

沖
港
船
客
待
合
所 

建
替
工
事
の
お
知
ら
せ 

 

支
庁
港
湾
課
で
は
来
年
３
月
末
の
完
成
に
向
け
て
、

沖
港
船
客
待
合
所
の
建
替
工
事
を
８
月
か
ら
実
施
し

ま
す
。
工
事
期
間
中
は
下
記
の
場
所
に
仮
設
の
待
合

所
を
設
置
し
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
何
か
と
ご
不
便

を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
仮
設
船
客

待
合
所
へ
の
移
転
日
等
に
つ
い
て
は
、
別
途
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。 

【
工
事
場
所
】 

                 

【所得制限限度額】 
本 人 所 得 

扶養親族 
等の人数 全部支給

限 度 額 
一部支給

限 度 額 

孤児等の養育者 
配 偶 者 
扶 養 義 務 者 

０人 １９万円 １９２万円  ２３６万円 

１人 ５７万円 ２３０万円  ２７４万円 

２人 ９５万円 ２６８万円  ３１２万円 

３人 １３３万円 ３０６万円  ３５０万円 

４人 １７１万円 ３４４万円  ３８８万円 

５人 ２０９万円 ３８２万円  ４２６万円 

※所得とは給与所得者の場合、収入から給与所得控除された後の金額です。

※扶養親族等が５人を超える場合は、１人につき３８万円が加算されます。 

児
童
扶
養
手
当
制
度
の
改
正 

第
５
期
宮
之
浜
道
宅
地
分
譲 

空
き
区
画
の
募
集
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【
工
事
概
要
】 

《
構
造
》
鉄
骨
造
１
階
建 

 

《
延
べ
面
積
》
２
７
８
・
７
４
㎡ 

【
工
事
期
間
】 

 

平
成
14
年
６
月
21
日
～
平
成
15
年
３
月
20
日 

《
仮
設
待
合
所
工
事
》
８
月
末
ま
で 

《
旧
待
合
所
解
体
・
撤
去
工
事
》
９
月
末
ま
で 

《
待
合
所
新
築
工
事
》
10
月
～
平
成
15
年
３
月 

 ●
問
合
せ
先 

 
 

工
事
に
関
す
る
こ
と 

小
笠
原
支
庁
港
湾
課
工
事
第
一
係 

２
―
２
０
１
５ 

発
着
場
所
・
乗
船
券
発
売
所
に
関
す
る
こ
と 

伊
豆
諸
島
開
発
（
株
）
母
島
代
理
店 

３
―
２
３
３
１  

自
動
車
運
転
免
許
出
張
試
験
本
受
付 

 

小
笠
原
警
察
署
で
は
、
本
年
10
月
か
ら
12
月
に

か
け
、
自
動
車
運
転
免
許
試
験
を
実
施
し
ま
す
。 

受
験
希
望
者
は
、
左
記
日
時
に
警
察
署
に
て
申
込

み
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 【
日
時
】
９
月
８
日
（
日
） 

 
 
 
 
 

午
前
９
時
～
午
後
５
時 

【
会
場
】
小
笠
原
警
察
署 

２
階
講
堂 

母
島
駐
在
所 

【
免
許
種
類
】 

・
大
型
免
許 

・
大
型
特
殊
免
許 

・
普
通
免
許
（
限
定
解
除
、
Ａ
Ｔ
限
定
） 

・
普
通
自
動
二
輪 

 

受
験
希
望
者
は
、
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
を
さ
れ

て
い
る
方
に
限
り
ま
す
の
で
事
前
に
、
住
民
票
の
移

動
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
、
免
許
証
の
住
所
変
更

の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
必
ず
手
続
き
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
申
込
み
用
紙
は
、
警
察
署
、
母
島
駐
在
所
、

ま
る
ひ
商
店
、
漁
協
加
工
部
、
漁
協
ス
タ
ン
ド
に
お

い
て
８
月
中
旬
頃
か
ら
配
布
し
ま
す
。 

申
し
込
み
に
必
要
な
も
の
は
、 

・
本
籍
記
載
の
住
民
票 

・
免
許
証
用
写
真 

３
枚 

・
運
転
免
許
証
（
既
に
免
許
証
を
所
持
し
て
い
る
方
） 

・
分
担
金
（
申
込
書
配
布
時
に
連
絡
し
ま
す
）
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

自
動
車
運
転
免
許
出
張
試
験
事
務
委
員
会 

（
小
笠
原
警
察
署 

交
通
係 

２
―
２
０
１
０
） 

        

「
く
ら
し
の
金
融
相
談
会
」
の
お
知
ら
せ 

 

商
工
会
で
は
、
小
笠
原
村
へ
出
店
予
定
で
あ
る
七

島
信
用
組
合
の
担
当
者
を
招
き
、「
く
ら
し
の
金
融

相
談
会
」
を
次
の
日
程
で
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

事
業
用
資
金
や
住
宅
用
資
金
、
そ
の
他
生
活
資
金

等
を
お
考
え
の
方
は
ど
う
ぞ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

ご
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事
前
予
約
が
必
要
と 

な
り
ま
す
の
で
商
工
会
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

※
日
程
の
都
合
に
よ
り
母
島
の
方
は
電
話
に
よ
る
相 

談
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
８
月
24
日
（
土
）・
25
日
（
日
） 

 
 
 
 
 

午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で 

 
 
 
 
 

午
後
２
時
か
ら
４
時
ま
で 

【
会
場
】
商
工
観
光
会
館 

２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
商
工
会 

２
―
２
６
６
６ 

 

花
火
大
会
開
催
に
伴
う
車
両
通
行
止
、 

立
入
禁
止
区
域
、
船
舶
進
入
禁
止
区
域 

及
び
着
岸
禁
止
区
域
の
設
定
に
つ
い
て 

 

小
笠
原
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

で
は
、
８
月
11
日
（
日
）
二
見
港
第
１
物
揚
場
で
花

火
の
打
上
げ
を
行
い
ま
す
。
打
上
げ
時
間
は
、
午
後 

８
時
30
分
か
ら
９
時
ま
で
の
30
分
間
で
す
が
、
こ 

の
間
、
危
険
防
止
を
図
る
た
め
左
図
の
よ
う
に
車
両

通
行
止
、
立
入
禁
止
区
域
、
船
舶
進
入
禁
止
区
域
及

び
着
岸
禁
止
区
域
を
設
定
し
ま
す
。 

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
警
察
署 

 
 
 
 
 
 

２
―
２
０
１
０ 

小
笠
原
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会 

（
事
務
局
）
イ
ベ
ン
ト
協
議
会 

２
―
２
１
８
７ 

                             

 

海上保安庁警備艇 

車両通行禁止区域 
午後８時～９時半 

着岸禁止区域 午後２時～９時半 

 青灯台 

立入禁止区域 午後２時～９時半 

立入禁止区域 午後７時～９時半

 第１物揚場 

 第２物揚場 

 船客待合所  

着岸禁止区域 午後７時～９時半 

車 両 通 行 止

午後８時～９時半 

車 両 通 行 止

午後８時～９時半 

 打上げ地点 

船舶進入禁止区域 
午後８時～９時半 
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カ
サ
ガ
イ
や
シ
ャ
コ
ガ
イ
を 

と
る
こ
と
は
犯
罪
で
す
！！ 

 

夏
も
本
番
を
迎
え
、
水
辺
で
遊
ぶ
機
会
も
多
い
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
海
岸
や
海
中
に
は
た
く
さ
ん
の

生
物
が
い
ま
す
が
、
と
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
る

も
の
も
い
ま
す
。 

天
然
記
念
物
の
カ
サ
ガ
イ
・
オ
カ
ヤ
ド
カ
リ
類
、

漁
業
調
整
規
則
で
指
定
さ
れ
て
い
る
ミ
ツ
カ
ド
パ
イ

プ
ウ
ニ
、
漁
業
権
の
侵
害
と
な
る
イ
セ
エ
ビ
類
・
シ

ャ
コ
ガ
イ
類
・
ス
イ
ジ
ガ
イ
・
ク
モ
ガ
イ
・
ホ
ラ
ガ

イ
・
タ
カ
ラ
ガ
イ
類
・
シ
ラ
ヒ
ゲ
ウ
ニ
な
ど
で
す
。 

こ
れ
ら
の
生
物
は
法
律
で
採
集
や
移
動
が
禁
止
さ

れ
、違
反
者
に
は
厳
し
い
罰
則
が
あ
り
ま
す
。（
例
え

ば
天
然
記
念
物
の
場
合
、
５
年
以
下
の
懲
役
。） 

ル
ー
ル
を
守
っ
て
楽
し
い
水
辺
の
レ
ジ
ャ
ー
を
満

喫
し
ま
し
ょ
う 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
産
業
課
水
産
係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
２
２ 

      

大
腸
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ 

 

左
記
の
期
間
中
、
大
腸
が
ん
検
診
の
申
込
み
を
受

付
け
て
い
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

小
笠
原
村
に
住
民
票
の
あ
る
40
歳
以
上
の
方 

【
方
法
】
検
便
に
よ
る
便
潜
血
検
査 

【
料
金
】
無
料 

【
申
込
期
間
】
８
月
１
日
（
木
）
～
９
月
20
日
（
金
） 

検
体
容
器
や
質
問
票
な
ど
を
配
布
し
ま
す
の

で
、
直
接
、
申
込
先
ま
で
お
越
し
下
さ
い
。 

申
込
み
は
、
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
。 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診
の 

お
知
ら
せ
（
母
島
） 

 
 
 

対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

事
前
に
電
話
で
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

【
対
象
者
】
３
、
４
ヵ
月
、
６
ヵ
月
、
９
ヵ
月
、 

１
歳
６
ヵ
月
、
３
歳
の
乳
幼
児 

【
日
時
】
８
月
20
日
（
火
）
午
後
２
～
３
時 

【
場
所
】
母
島
診
療
所
２
階 

 
 
 
 
 
 
 

●
問
合
せ
先 

 
健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係 

 

３
―
７
０
３
３  

育
児
学
級
の
お
知
ら
せ
（
父
島
） 

 

左
記
の
日
程
で
育
児
学
級
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 
な
お
、
対
象
者
の

方
に
は
、
個
別
通
知
を
い
た
し
ま
す
。 

【
内
容
】 

①
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
ふ
れ
あ
い 

マ
ッ
サ
ー
ジ 

『
タ
ッ
チ
ケ
ア
』 

 

②
初
め
て
の
歯
科
ケ
ア 

【
対
象
者
】 

①
３
～
６
ヵ
月
前
後
の
お
子
様
及
び
保
護
者 

 
 

②
１
歳
前
後
の
お
子
様
及
び
保
護
者 

【
日
時
】 

①
８
月
15
日
（
木
） 

午
前
10
時
～
11
時
半 

 

②
８
月
27
日
（
火
） 

午
前
10
時
～
11
時
半 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階 

 

●
問
合
せ
先 

 

健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

高
圧
電
位
治
療
器 

（
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン
）
の
設
置 

  

高
圧
電
位
治
療
器
は
、
交
流
の
高
電
圧
に
よ
っ
て

作
り
だ
さ
れ
た
電
界
の
中
に
身
体
を
置
く
事
に
よ
っ

て
、新
陳
代
謝
を
活
発
に
し
、自
然
治
癒
力
を
高
め
、

肩
こ
り
、
頭
痛
、
不
眠
症
、
慢
性
便
秘
等
に
効
果
・

効
能
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

設
置
場
所
及
び
利
用
で
き
る
時
間
は
次
の
と
お
り

で
す
。村
民
の
皆
様
、ど
う
ぞ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
使
用
上
の
注
意
は
、
設
置
場
所
に
掲
示
し
て

い
ま
す
の
で
、
よ
く
お
読
み
に
な
り
、
必
ず
守
っ
て

く
だ
さ
い
。 

【
設
置
場
所
及
び
利
用
時
間
】 

《
父
島
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

        

※
正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く 

 

《
母
島
》
母
島
支
所 

 
 

月
～
金
曜
日 

午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分 

※
正
午
～
午
後
１
時
30
分
を
除
く 

 

●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

民
生
・
児
童
委
員
の
紹
介 

 

７
月
１
日
付
で
、
新
た
に
民
生
・
児
童
委
員
が
１

名
、
主
任
児
童
委
員
が
１
名
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ

で
、
小
笠
原
村
の
民
生
・
児
童
委
員
は
、
定
数
も
１

名
増
え
て
６
名
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
こ
で
、
民
生
・
児
童
委
員
の
活
動
と
委
員
の
皆

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。 

民
生
・
児
童
委
員
は
、
地
域
（
村
民
の
皆
様
）
と

行
政
（
村
役
場
、
東
京
都
等
）
と
の
間
に
い
て
、
生

活
や
福
祉
に
つ
い
て
橋
渡
し
を
し
、
必
要
な
援
助
を

行
う
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。
活
動
理
念
は
、
社
会

奉
仕
の
精
神
で
、
常
に
住
民
の
立
場
に
た
っ
て
活
動

を
行
い
ま
す
。（
民
生
・
児
童
委
員
は
専
従
の
職
業
で

は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
に
家
庭
や
仕
事
を
お
持
ち
で

す
。）
皆
様
が
行
政
に
直
接
聞
き
に
く
い
こ
と
等
は
、

気
軽
に
お
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
皆
様
の
生
活
の

援
助
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
民
生
・
児
童
委
員
は
、
守
秘
義
務
を
負
っ

て
い
ま
す
。皆
様
か
ら
ご
相
談
い
た
だ
い
た
内
容
は
、

必
要
な
行
政
機
関
に
つ
な
げ
る
以
外
、
口
外
し
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
相
談
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。
民
生
・
児
童
委
員
は
、
次
の
方
々

で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

【
民
生
・
児
童
委
員
】 

《
父
島
》 

 

○
小
笠
原 

愛
作
（
西
町
） 

 

○
赤
間 

泰
子
（
奥
村
） 

 

○
水
野 

裕
子
（
清
瀬
） 

《
母
島
》 

 

○
平
賀 

洋
子
（
静
沢
） 

 

○
茂
木 

雄
二
（
元
地
） 

【
主
任
児
童
委
員
】 

《
父
島
》 

 

○
南 

 

美
幸
（
西
町
） 

 

 ●
問
合
せ
先 

健
康
福
祉
課
健
康
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

日
・
祝 

土 

火
～
金 

月 

曜 

日 

午
前
９
時
～
午
後
５
時 

午
前
９
時
～
午
後
９
時 

午
前
８
時
～
午
後
９
時 

午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分

利 

用 

時 

間 
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小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 
 

協
会(

Ｏ
Ｗ
Ａ)

の
コ
ー
ナ
ー 

 エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
す
す
め 

パ
ー
ト 

14 

「
小
笠
原
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
～
行
政
の
役
割
」  

先
月
、
石
原
都
知
事
が
来
島
さ
れ
て
、
村
長
と
の

調
印
式
の
際
に
は
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と
い
う
言

葉
が
何
回
も
出
て
き
ま
し
た
。
今
一
度
、
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
意
味
を
お
さ
ら
い
し
ま
し
ょ
う
。 

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
水
産
業
と
仕
組
み
が
非
常

に
似
て
い
ま
す
。
水
産
業
は
魚
介
類
を
捕
っ
て
そ
れ

を
売
っ
て
お
金
を
得
て
い
ま
す
。
魚
介
類
の
資
源
は

限
り
が
あ
る
の
で
、
無
秩
序
に
捕
っ
て
い
て
は
す
ぐ

に
魚
介
類
は
い
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
こ
で
、

漁
業
者
達
は「
禁
漁
期
間
」、「
禁
漁
区
」「
捕
獲
体
長

制
限
」「
捕
獲
匹
数
制
限
」な
ど
を
国
や
地
方
自
治
体
、

組
合
単
位
で
設
け
て
持
続
的
に
魚
介
類
を
利
用
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

観
光
業
は
地
域
の
自
然
や
文
化
を
観
せ
て
お
金

を
得
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
観
せ
る
た
め
に
地
域
の

自
然
や
文
化
を
破
壊
し
て
し
ま
い
「
観
光
は
破
壊
産

業
」
と
い
う
汚
名
を
き
せ
ら
れ
て
い
た
の
が
従
来
の

観
光
業
で
し
た
。
し
か
し
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
水

産
業
と
同
様
な
「
保
全
し
な
が
ら
活
用
し
て
い
く
」

と
い
う
考
え
方
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
漁
業
規
制
の

よ
う
な
「
人
数
制
限
」「
保
護
区
と
利
用
区
」「
入
島

禁
止
期
間
」
な
ど
の
ル
ー
ル
を
定
め
て
観
光
資
源
の

自
然
や
文
化
を
守
り
な
が
ら
持
続
的
に
利
用
し
て
い

く
観
光
業
の
こ
と
な
の
で
す
。
ま
た
、
人
類
の
21
世

紀
の
課
題
で
も
あ
る
「
環
境
へ
の
配
慮
」
に
も
合
致

し
た
考
え
方
な
の
で
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
産
業
の
発

展
に
世
界
中
で
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
本
題
の
「
行
政
の
役
割
」
で
す
が
、
行
政

は
こ
れ
ら
の
ル
ー
ル
を
制
定
し
て
過
剰
な
利
用
に
な

ら
な
い
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
エ
コ
ツ

ー
リ
ズ
ム
に
お
け
る
行
政
の
大
き
な
役
割
の
一
つ
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
保
護
地
域
の
管
理
に

必
要
な
資
金
を
還
元
さ
せ
る
仕
組
み
つ
く
り
」や「
環

境
教
育
施
設
の
整
備
と
活
用
」
な
ど
も
行
政
の
役
割

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

第
８
回
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー 

養
成
講
座
（
勉
強
会
）
開
催 

【
内
容
】 

「
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
ガ
イ
ド 

マ
ニ
ュ
ア
ル
本
を
作
ろ
う
！
後
編
」 

マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
ガ
イ
ド
に
役

立
つ
実
践
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
本
を
参
加
者
み
ん
な
で

作
り
ま
す
。
今
回
は
、
前
編
の
勉
強
会
参
加
者
達
の

マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
に
関
す
る
課
題
の
発
表
会
で
す
。

前
編
の
勉
強
会
参
加
者
以
外
の
方
も
発
表
会
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。
マ
ッ
コ
ウ
ク
ジ
ラ
の
こ
と
を
も

っ
と
よ
く
知
り
た
い
！
と
思
う
方
は
奮
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

【
日
時
】
８
月
27
日
（
火
）
午
後
７
時
～ 

【
会
場
】
Ｂ
‐
し
っ
ぷ
２
階
会
議
室 

【
受
講
資
格
】
Ｉ
Ｗ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
及
び
村
民
の
方 

【
受
講
料
】無
料 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

 

担
当 
一
木 

２
―
３
２
１
５ 

               

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
14 

 

初
寝
浦
は
カ
メ
に
適
し
た
浜
？ 

前
回
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
、
小
笠
原
海
洋
セ
ン

タ
ー
で
は
１
９
８
２
年
か
ら
標
識
放
流
調
査
を
継
続

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
父
島
列
島
で
最
も
産
卵

の
多
い
初
寝
浦
海
岸
と
北
初
寝
浦
海
岸
で
は
、
１
９

９
５
年
以
降
、
人
員
不
足
だ
っ
た
２
０
０
０
年
を
除

い
て
毎
年
２
週
間
泊
ま
り
込
み
で
の
標
識
放
流
調
査

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
カ
メ
の
産
卵
最

盛
期
に
あ
わ
せ
て
連
日
徹
夜
で
行
う
た
め
、
海
洋
セ

ン
タ
ー
で
最
も
体
力
の
要
る
調
査
の
ひ
と
つ
で
す
。

今
年
は
６
月
15
日
か
ら
30
日
ま
で
の
15
泊
16
日

の
日
程
で
行
い
、
初
寝
浦
海
岸
で
25
頭
、
北
初
寝
浦

海
岸
で
53
頭
と
過
去
最
多
の
合
計
78
頭
の
カ
メ
に

標
識
を
装
着
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
78
頭
の
う
ち
、
32
頭
に
は
数
年
前
に
海

洋
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
が
つ
け
た
古
い
標
識
が
す

で
に
つ
い
て
い
て
、
98
年
の
標
識
が
つ
い
て
い
る
カ

メ
が
11
頭
、
99
年
の
標
識
が
つ
い
て
い
る
カ
メ
が

10
頭
と
、
例
年
通
り
３
～
４
年
で
産
卵
に
戻
っ
て
く

る
カ
メ
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。 

今
年
標
識
を
装
着
し
た
カ
メ
の
中
で
最
も
小
笠
原

暦
の
長
い
カ
メ
は
、
79
年
６
月
に
北
初
寝
浦
海
岸
で

捕
獲
さ
れ
、
水
産
セ
ン
タ
ー
で
標
識
を
装
着
後
、
同

年
10
月
に
大
村
海
岸
か
ら
放
流
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
後
86
年
、
89
年
、
92
年
、
95
年
、
98
年
、
そ

し
て
今
年
と
す
べ
て
北
初
寝
浦
海
岸
で
確
認
さ
れ
、

23
年
間
で
少
な
く
と
も
７
回
は
小
笠
原
に
戻
っ
て

き
て
い
る
、
過
去
最
多
で
最
長
の
カ
メ
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
に
も
10
年
以
上
の
長
期
に
わ
た
っ
て

小
笠
原
で
産
卵
を
続
け
て
い
る
カ
メ
は
15
頭
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
そ
れ
だ
け
こ
の
２
浜
は
カ

メ
に
と
っ
て
産
卵
が
し
や
す
い
環
境
に
保
た
れ
て
い

る
と
い
え
ま
す
。 

し
か
し
残
念
な
こ
と
に
は
、「
産
卵
の
し
や
す
い

浜
＝
卵
に
適
し
た
浜
」
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
よ
う

で
す
。
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
調
査
で
は
、
こ
こ
数
年
こ

の
２
浜
で
の
卵
の
孵
化
率
が
非
常
に
低
い
こ
と
も
分

か
っ
て
い
ま
す
。
産
み
落
と
さ
れ
た
卵
の
多
く
は
ス

ナ
ガ
ニ
の
食
害
に
あ
っ
た
り
、
台
風
な
ど
の
影
響
で

水
没
し
て
し
ま
い
、
無
事
孵
化
で
き
る
の
は
わ
ず
か

３
割
に
も
及
ば
な
い
の
で
す
。
こ
れ
は
大
変
な
問
題

で
す
。
こ
の
２
浜
で
産
み
落
と
さ
れ
る
卵
は
父
島
列

島
全
体
の
３
割
か
ら
４
割
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
産

ん
で
も
産
ん
で
も
子
ガ
メ
が
増
え
な
い
と
い
う
こ
と

は
、
本
来
性
成
熟
す
る
20
～
30
年
後
に
小
笠
原
に

戻
っ
て
く
る
カ
メ
が
少
な
く
な
る
危
険
性
が
あ
る
の

で
す
。 

今
年
の
調
査
で
は
確
か
に
こ
の
２
浜
に
限
ら
ず
、

父
島
列
島
全
体
の
浜
に
多
く
の
成
熟
メ
ス
が
戻
っ
て

き
て
お
り
、
一
見
カ
メ
が
増
え
て
い
る
よ
う
に
思
え

ま
す
が
、卵
が
無
事
孵
化
で
き
る
環
境
で
な
け
れ
ば
、

カ
メ
全
体
の
数
は
次
第
に
減
少
し
て
し
ま
い
ま
す
。

あ
る
年
突
然｢

今
年
は
カ
メ
少
な
い
ね
ぇ
。｣

と
な
ら

な
い
よ
う
に
、
今
の
う
ち
か
ら
何
ら
か
の
対
策
を
講

じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

な
お
、こ
の
調
査
は
小
笠
原
村
の
キ
ャ
ン
プ
許
可
、

国
有
林
課
の
入
林
許
可
及
び
環
境
省
の
特
別
採
捕
許

可
の
下
で
行
い
ま
し
た
。 

           

今
年
も
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
産
ま
れ
た
卵
や
、
大
村

海
岸
等
か
ら
移
植
し
た
卵
の
孵
化
が
始
ま
り
ま
し
た
。

孵
化
子
ガ
メ
の
夜
間
放
流
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
お
気
軽
に
海
洋
セ
ン
タ
ー
ま
で
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（
日
本
ウ
ミ
ガ
メ
協
議
会
）
２
―
２
８
３
０ 

 大雨によって流失した卵(初寝浦)  
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 Ｂ型肝炎ウィルス検診について  

平成１４年度より、Ｃ型肝炎ウィルス検診同様、Ｂ型肝炎ウィルスも住民健診の基本健康診査の採血項目に追加されま

す。対象者は、４０歳、４５歳、５０歳、５５歳、６０歳、６５歳及び７０歳の方。また、それ以外の保健事業の健康診

査の対象者のうち､過去に肝機能異常を指摘されたことのある方、広範な外科的手術を受けたことのある方又は妊娠、分

娩時に多量に出血したことのある方で、定期的に肝機能検査を受けていない方、及び基本健康診査において要指導（ＧＰ

Ｔ値）とされた方について実施します。対象者には、住民健診の問診票と共にパンフレット及び肝炎ウィルス用の問診表

を同封します。 
Ｂ型肝炎ウィルスは、Ｂ型肝炎を引き起こすウィルスです。輸血用血液等がＢ型肝炎ウィルスに汚染されているかどうか

を調べる方法がなかった時期には輸血で感染する例が多かったのですが、現在では性行為で感染するか、出産時の母子感

染が主な感染ルートになっています。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

自覚症状が軽かったり、気が付かないこともある  

Ｂ型肝炎ウィルス（ＨＢＶ）には日本人の１５０万人が感染していると考えられています。性行為などでＢ型肝炎ウィ

ルスが感染すると、肝臓で増殖します。その結果、急性肝炎を引き起こします。まれに激しい症状を起こす人もいますが、

約９割の人は１～３ヵ月ぐらいで自然に症状も治まり、その後、肝炎を起こすこともほとんどなくなります。また、症状

が軽い人は感染に気づかないまま終わってしまいます。しかし、赤ちゃんの時に母親から感染した人（母子感染）など、

感染者の中には、ウィルスが身体の中から排除されずに住みついてしまう場合（ＨＢＶキャリア）、慢性肝炎を経て、肝

硬変やまれに肝臓がんになる場合があります。特に母子感染の方は、慢性肝炎になりやすいので、注意が必要です。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 Ｂ型肝炎ウィルスの検査  

Ｂ型肝炎ウィルス（ＨＢＶ）に感染しているかどうかは、採血して検査します。検査の結果、ＨＢｓ抗原が検出された

（陽性と判定された）場合には、Ｂ型肝炎ウィルスに感染していると判定します。 
ＨＢＶキャリアであることがわかったら、診療所を受診して、「肝臓の状態」をチェックする為の検査や指導等を定期

的に受け、自己の健康管理に役立てるとともに、必要に応じて適切な治療を受けることをお勧めします。 
 また、肝炎ウィルス検診についての問い合わせは、健康福祉課（２－３９３９）までお願いいたします。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
 

マイナスイオンを発生することで一躍有名になったトラノオ（サンセ

ベリア）。葉の縞模様がトラのしっぽに似ていることから、この名がつき、

小笠原では、小港海岸や家の垣根など、よく見かける植物ですよね。内

地では、１鉢４～５千円で売っており、なかなか手に入りにくいという

から、びっくり。マイナスイオンを多量に発生するので、空気清浄効果

が高く、タバコの煙やシックハウスの原因の一つ、ホルムアルデヒドを

除去する効果もあり、ＮＡＳＡ（アメリカ航空宇宙局）でも、この働き

について注目しているそうです。事務所や新築の家に飾るのもよいです

が、小笠原に住んでいるなら、部屋に置かずとも、外には自然のトラノ

オが溢れています。大きな深呼吸をして、マイナスイオンをからだいっ

ぱいに取り込み、気分爽快！なんて贅沢な話なのかしら。 

 

けんこう通信
健康福祉課 第４９号 

肝炎ウィルス検診 
〔Ｃ型肝炎ウィルス〕



大腸がん検診申込期間（～9/20）

定期予防接種

（三種混合・風疹・麻疹・日本脳炎）

父島動物巡回診療（～4）

ＩＴ基礎技能講習申込期間（～28） 乳幼児健診・歯科健診（母島）

入港日

閑散期対策補助事業申請締切

くらしの金融相談（父島 ～25）

出港日

母島巡回労働相談 育児学級（父島）

インタープリター養成講座

入港日

IT基礎技能講習（～9/15）

小笠原諸島戦没者追悼式典

育児学級（父島）

5 月

9 金

6 火

7 水

8 木

26 月

行　事　予　定 行　事　予　定日付 曜日

土

25 日

月

火

水

木

金

24

19

16 金

土

日

17

18

20

21

日

日付 曜日

1 木

2 金

土

4 日

12 月

13 火

14 水

15 木

22

23

30 金

火

10 土

11

3

土

27

28 水

29 木

31

入・出港日

入・出港日

入・出港日

入・出港日

入・出港日入・出港日

入・出港日


